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芦
屋
の
子
ど
も
た
ち

が
大
人
に
な
っ
た
時
に
、

「
芦
屋
で
学
び
、
育
っ

て
、本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
、

ま
た
市
民
が「
芦
屋
で

暮
ら
し
て
、本
当
に
よ

か
っ
た
」と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
、そ
れ
が
、

「
教
育
の
ま
ち
芦
屋
」の

目
標
と
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
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こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
は
、市
民
一
人
一
人
が
、子
育
て
や
教
育
、

そ
し
て「
わ
が
ま
ち
芦
屋
」に
関
心
を
持
ち
、

芦
屋
の
子
ど
も
は「
地
域
の
宝
」と
い
う
強

い
思
い
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。「
芦
屋
の
子
ど
も
は
、芦
屋
の
大
人
が

育
て
る
」と
い
う
共
通
認
識
を
基
盤
に
、子

ど
も
の
成
長
に
一
人
一
人
が
尽
力
す
る
、

そ
ん
な
ま
ち
が
理
想
で
す
。

　

市
民
の
参
画
と
協
働
の
下
、教
育
現
場

に
お
い
て
も
、今
後
、「
夢
と
志
」を
基
礎
と

し
て
、「
教
育
の
ま
ち
芦
屋
」の
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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①「ブックワーム（本の虫）芦屋っ子」の育成を目
　指して、学校園・保護者・市民・図書館関係者の
　参画と協働による「子ども読書の街づくり」を
　推進します。
②学校力を高め、地域に信頼される学校園づく
　りのため、学校関係者評価を活用した「学校
　評価システム」の定着を図ります。
③学校園全体が、学習の場として、また心やす
　らぐ場となるよう、環境整備に努めます。
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�
��������
①「新学習指導要領」の改訂の趣旨を踏まえ、　
　児童生徒が“主体的に学ぶ”授業づくりに取り
　組みます。
②チューター（学習指導員）を活用し、学力差の
　解消に向けた取り組みを進めます。
③「特別支援教育センター」を活用し、障がいの
　ある子どもへの支援の充実を図ります。
���������	
��
��������
�������	
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�������
①子どもの内面に根ざした“実践的な道徳性”の
　育成、あいさつなど基本的な生活習慣や社会
　生活上のきまりを身に付けるなどの「規範意
　識」の向上に努めます。
②人権教育では、自己実現と他者と共に生きる
　「共生社会」の構築に向けて、主体的に取り組
　む意欲や態度の育成に努めます。
���������	
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��������
①子どもたちが、各種のスポーツや芸術にふれ、
　その楽しさや喜びを味わうことにより、生涯に
　わたって運動に親しむ態度、芸術を愛好する
　心情を育てるよう取り組みます。
②運動を通じて体力を養うとともに、望ましい
　食習慣や健康的な生活習慣を形成する食育の
　充実を図ります。
��������	
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����������
��������
①教育公務員としての使命感と倫理観を持つと
　ともに、豊かな人間性の育成に努め、専門性と
　実践的指導力の向上に努めます。
②教職員は、保護者や地域の人々への適切な対
　応を心がけ、社会の変化に対応した教育観を
　培うなど、「教師力」を高めるために、研究と
　修養に努めます。
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　学校園や教育委員会では、今年
度は次の７つの重点事項について、
重点的に取り組んでいきます。

��������	
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��������������
　　読書は、確かな学力、豊かな
　心の育成の基礎となる活動です。事業２年目の今年は、学
　校・保護者・市民の参画と協働により、「ブックワーム芦屋っ
　子」育成のための取り組みを強化します。
����������	
��
�������������
�　各教科等において言語活動・体験活動の充実、思考力・
　判断力・表現力の育成が求められています。今年度は、移
　行措置に対応した授業時数の確保とともに課題解決のプロ
　セスを重視した授業づくりに努めます。
��������	
��
�����
　　小学校から中学校への円滑な移行の方法等、小・中連携
　のあり方についての研究や、共同でのカリキュラム研究等
　に取り組みます。
��������	
���
�����������
　　特別支援教育の本格実施から３年目です。学校園では、
　個別の指導のあり方について研究します。教育委員会では、
　芦屋市特別支援教育センターの機能の充実を図るとともに
　関係機関との連携強化に努めます。
����������	
��
���
　　道徳は、本年度から新学習指導要領に基づいて実施する
　こととなっています。家庭や地域と連携を図りながら、全
　体計画と年間指導計画に基づいた実践に取り組みます。ま
　た、人権教育については、同和問題をはじめとする人権課
　題に対応した取り組みを進めます。
��������	
��
���
　　子どもの体力低下が問題になっています。芦屋の状況を
　把握するため小学校においても、体力テストに取り組みま
　す。芦屋の子どもの体力に係る課題の把握に努めます。
���������	��������������
　　教育委員会は、芦屋教育に関する中・長期的な計画を、
　平成22年度に策定することとしています。今年度は、『基本
　構想』を作成します。
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������������	打出小槌町15-9 �
���　電話：月～金曜日・午前９時～午後５時
/面接：火・木・金曜日、午後１時30分～５時15分
���　不登校・学習障がい・問題行動・友人関
係など、学校園における悩み。心の悩みを持つ幼
児・児童とその保護者との教育相談　����
センター職員、専門面接相談員

�����������������������
���　打出教育文化センター２階　���　
不登校児童生徒の①通級指導・月～金曜日、午前
９時30分～午後１時30分②教育相談・月～金曜
日、午後１時15分～５時　����　指導主事

����������	
����������
���　打出教育文化センター２階 　���　電話：月・水・金曜日、
午前10時～午後４時/面接：月・水曜日、午後12時30分～４時30分　��
��子どもの日常生活の上で気になること、心配なこと
等/面接：月曜日・カウンセリング、水曜日・心理診断と
治療　����　専門カウンセラー、電話相談員

�������	
�����������
���　体育館・青少年センター２階 　���　電話・
面談：月～金曜日・午前９時～午後５時　���　青少年
問題全般　����　センター職員

�������	
��
������������
���　体育館・青少年センター３階 　���　電話・面談：月～金曜
日・午前９時～午後５時　���　特別支援教育に関する教育相談等

�����　月
～金曜日・午前
９時～午後５時
���　教育相
談全般　���
指導主事等
���������
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　市では「ブックワーム芦屋っ子」育成のため、「子どもに
読ませたい図書リスト 400選」（Ａ５版100ページ）を作成、
市内在住の４歳から15歳の子どもたちに配布します。
　リストは、就学前～小学校低学年100冊、小学校中・高学
年100冊、中学校110冊の３グループに分かれ、その他特集
として、芦屋市に関係の深い作家の作品や震災関連の本を
加えたほか、児童のアンケートをもとに「人気の本」など
の90冊を加え、合計400冊の推薦図書を掲載しています。
　なお、図書リストは、市内公立学校園・保育所・図書館・

児童センター（上宮川文化センター）などにも設置する予定です。
�������	
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��������������������������
�������	
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　普段づかいの創作品から本格的なアート作品まで、
美術博物館の庭にオリジナルクラフトのお店約60店が
出店します。＜雨天中止＞
���　５月２日（土）・３日（日）午前10時～午後５時
���　美術博物館前庭（伊勢町12-25）
������
�������	
��
��	���������
※アートフリーマーケット開催時に上記展覧会をご覧いただいたかた（要観覧料）、
　先着50人のかた（各日）に、すてきな記念品（ミニ色鉛筆）を差し上げます。
　《観覧料》一般300（240）円、大高生200（160）円、中学生以下無料＊（ ）内は20人以上

　　　　　　　　　　���　４月17日（金）午後１時30分～３時　���　美術
　　　　　　　　　　博物館講義室　���　歌・加藤純子、I  LOVE ASHIYA、　
　　　　　　　　　   ピアノ・沖倫子　����　要観覧料・歌集のないかたのみ
　　　　　　　　　　歌集代1,000円（『愛唱名歌』野ばら社）

�������	
��
�����������
　　国際化、情報化、高齢化など、社会が激しく変化している今日、人々が生涯の
　いつでも自由に学習機会を選択して学ぶことができ、その成果が適切に評価され
　る「生涯学習社会」を実現することが求められています。本市では、こうした市民
　のニーズに対応し、市民が日常をより豊かにすることを目指して、平成20年度に
　「第２次芦屋市生涯学習推進基本構想」を策定しました。市民１人１人が、「いつで
　も、どこでも、だれでも」生涯各期に応じた学習に取り組むことができるまちづく
　りを目指して、生涯学習の推進に努めます。
�������	
��
��������
　　これからの社会教育は、単に個々人の趣味・教養を充足させるだけのものにと
　どまるのではなく、「地域住民として対処することが必要な課題についての学習」
　や「地域の課題解決活動」にかかる分野などに重点を置き、地域住民の参画を促進
　しつつ、効果的に推進することが望まれます。学校・家庭・地域等が連携しながら、
　新しい時代の社会教育の使命の実現を目指し、さまざまな取り組みを行っていき
　ます。社会教育は、人々の学習・交流・活動を身近な生活の中に根付かせ、活力
　ある市民を育成するとともに、地域コミュニティの活性化に貢献するなど、個人
　の成長と社会の発展に貴重な役割を果たしています。社会教育が、学校教育およ
　び家庭教育との密接な関連を有することから、学校教育との連携を強化するため
　の「学社連携」の推進、社会教育行政を通じた地域社会の活性化、ネットワーク型
　行政の推進に取り組みます。
�������	
��
�����������	����
　　地域に根ざした文化性の構築には、身近に文化に触れ、文化性を感じられる場
　としての拠点づくり、人と人が集うことのできる場所の提供、機能を最大限に引き
　出す環境づくりが必要です。
　　市民が日常生活の中で「文化・学習・福祉」を身近に感じられる環境づくりを
　進めていくためには、多くの人とコミュニケーションができる場を創出するとと
　もに、行政としてそのような場の提供や運営を行うことが不可欠です。そこで、　
　心豊かな社会を形成するための「文化力」の向上を図ることを目標として、市民
　１人１人の文化活動を支援しながら、市民と手を携えて芦屋の文化を創造してい
　くことを基本に、文化の振興に関する基本的な理念および方向性を示す「（仮称）芦屋
　市文化基本条例」を制定します。
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　今年も、地域に学ぶ「トライやる･ウィーク」体験活動週間の受け入れ事業所
（指導ボランティア）を募集します。
　中学校２年生が５日間学校を離れて、地域や自然の中で主体的にさまざまな
体験をすることによって、「共に生きる心」や「感謝の心」を育み、自立性を高
めるなど、「生きる力」を育成することを目的に実施します。
　市内の事業主のかたで、新たに受け入れ可能な場合がありましたら、一報を
お願いします。また、地域の皆さんには、生徒が活動している姿を温かく見守っ
ていただきますよう、格別のご支援をお願いします。
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���　４月24日～６月28日＜月曜日休館＞　���　展示室　���　「細雪」に
関する新資料や挿絵原画　����　300円（市内在住の65歳以上のかたは150円）

�������	
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��
����������	�

���　４月24日～５月31日＜月曜日休館＞　���　ロビー　���　野鳥イ
ラストレーター・谷口高司氏の作品20数点を展示・販売　����　300円

��� � � ���������	
��
��

���　①５月９日（土）午後１時30分～４時②10日（日）午前10時～午後０時30分③
10日（日）午後１時30分～４時　���　講義室　���　野鳥イラストレーター・
谷口高司氏　���　バードウォッチングを楽しみ、誰でも簡単にできるタマゴ
式鳥絵の描き方を学ぶ　���　各回20人　����　2,500円（教材費・コーヒー
代含む）　�����　上記へ

�������	��

�������������　　５月12日（火）午前10時～11時30分〈月１回〉
　　　　　　　　　　　　　　講師・大江篤氏（園田学園女子大学教授）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・15,750円（テキスト代別）／定員・20人
�� � � � � � � �　 ５月５日（火）午後１時30分～３時30分〈月１回〉
　　　　　　　　　　　　　 　講師・中浜稔氏（墨絵画家）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・10,500円（３回分・教材費別）／定員・20人
���������������	�
�　５月13日（水）午後１時～２時30分〈月１回〉
　　　　　　　　　　　　　  講師・篠原嘉彦氏（大阪芸術大講師）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・7,500円（３回分）／定員・20人
�� � � � � � � �　５月21日（木）午後１時～３時〈月２回〉
　　　　　　　　　　　　　  講師・川原英子氏（作詞家）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・7,500円（３回分・テキスト別）／定員・20人
��������	
���　５月28日（木）午後１時～２時30分〈月１回〉
　　　　　　　　　　　　　  講師・寒川由美子氏（日本現代作法会副会長）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・7,500円（３回分）／定員・20人
�������	
���　 ５月29日（金）午後１時40分～３時40分〈月１回〉
　　　　　　　　　　　　　  講師・林綾子氏（カリグラファーズ・ギルド会員）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・9,000円（３回分・テキスト別）／定員・20人
���������	
����　５月15日（金）午後１時～３時〈月１回〉
　　　　　　　　　　　　　  講師・北岡広子氏（DESSIN K主宰）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・9,000円（３回分・教材費別）／定員・20人
���������������　５月３日（日）午後１時～２時30分〈月１回〉　　　
　　　　　　　　　　　　　  講師・南里章二氏（甲南高校教諭）／
　　　　　　　　　　　　　  受講料・7,500円（３回分）／定員・20人
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